
 

令和６年度 国語科 授業改善推進プラン 

大田区立馬込小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・朝読書や図書室での活動を確保することを通して、文章に触れる機会を増やし、読み取る

力を身に付けることができた。 

 ・国語辞典を活用する時間を意図的に設け、多くの言葉に触れることで言語理解や活用能力

を高めることができた。 

（２） 課題 

 ・文の量や書き方のきまりを守って文章を書く力が不十分である。 

 ・自分の考えをもち、伝えることに課題が見られる。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（同一集団の経年比較） 

 令和６年度結果 令和５年度結果 令和４年度結果 

第４学年 

・目標値よりやや下回っ

ている。 

 

  

第５学年 

・目標値より大きく上回

っている。 

 

・目標値より上回ってい

る。 

（第４学年時） 

 

第６学年 

・目標値より上回ってい

る。 

 

・目標値と同程度であ

る。 

（第５学年時） 

・目標値より上回ってい

る。 

（第４学年時） 

 

（２） 令和６年度の結果分析（観点別） 

 ・中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・言葉の学習については理解

が見られる。 

・漢字の読み書きに課題が見

られる。 

 

・話の内容を読み取ったり聞

き取ったりすることがで

きる。 

・指定された長さまでの文章

を書くことに課題がある。 

・自分の考えを文章に書き表

すことに課題が見られる。 

  

・高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・前年度までの漢字の読み書

きについては定着が見ら

れる。 

 

 

・話の内容を読み取ったり聞

き取ったりすることがで

きる。 

・指定された長さまでの文章

を書くことに課題がある。 

・自分の考えを文章に書き表

すことに課題が見られる。 

 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

・低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・平仮名、片仮名、漢字は、

ミニテストやプリント学

習で繰り返し練習し、既習

事項の定着を図る。 

・多層指導モデル（MIM）の

教材を活用し、視覚化や動

作化を取り入れながら言

語理解を深める。 

・「かくってたのしいね」や、

日記、感想文などで、書く

活動を多く取り入れ、一定

量の文章を書くことに慣

れさせていく。 

 

・学習したことを、児童がそ

の後の学習や生活に生か

していけるよう、単元構成

や発問、学習活動を工夫す

る。 

・自分の思いや考えをもち、

伝えられるよう、自分の考

えを学習の中でもたせる

発問や、「どうしてかとい

うと～だから。」等の話型

の指導を継続して行う。 

 

・中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・低学年に比べ、配当漢字数

が増加するため、ドリルを

活用した繰り返しの練習

や、ミニテストで定着を図

る。 

・国語辞典や漢字辞典を使う

時間を設け、言葉に触れる

ことへの抵抗感を減らし、

言葉の意味の理解を深め

ていく。 

・「書くって楽しいね」を活

用して基本的な文章の書

き方を定着させるととも

に、「読むこと」の学習で、

感想文などを取り入れ、組

み立てを意識して文章を

書く機会を増やす。 

 

・学習したことを、児童がそ

の後の学習や生活に生か

していけるよう、単元構成

や発問、学習活動を工夫す

る。 

・学習の中で根拠をもって自

分の考えをもつ時間を十

分に設け、理由とともに伝

え合う活動を行う。 

 

・高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・本や新聞を読む時間を確保

し、文章表現を豊かにした

り語彙力を伸ばしたりす

る。 

・伝え合う活動などを行い、

友達の考えを聞く活動を

多く取り入れる。 

 

 

・「書くって楽しいね」を活

用して基本的な文章の書

き方を定着させるととも

に、一定量の文章を書くこ

とに慣れさせる。 

 

・学習を生かして考えをまと

めることができるよう、教

師からの発問を工夫した

り、積極的に他者と関わら

せたりしていく。 

・意見文、要約文など、用途

を意識して文章を書く練

習に取り組ませる。 

 

 


